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  遺跡を測る

　平板測量は、 発掘調査で検出した竪穴住居や古墳の

等高線などの測量に多用されていました。 今では、 デ

ジタル測量が主流になりましたが、 測量の基本が凝縮

されています。

考えられる焼土周辺から大阪湾岸で作られた製塩土器が複数個

体出土しました。この製塩土器は、古墳時代中期に大阪湾岸で

精製された塩がこの地にまで流通していたことを示す注目すべ

き遺物です。

　春日部遺跡は、亀岡市曽我部町南部に所在する古墳時代から

中世にかけての集落遺跡です。近年の調査では、古墳時代の竪

穴住居や平安時代の掘立柱建物、周囲を溝で囲まれた館跡など

が見つかっています。令和４年度の第６次発掘調査の結果、古

墳時代中期（５世紀）や後期（６世紀後半）の竪穴住居や焼土

坑などの遺構が見つかりました。また、平安時代から中世にか

けての掘立柱建物や柵などの遺構が見つかりました。

　古墳時代中期の方形竪穴住居からは、西辺壁中央に竈と考え

られる焼土塊、中央に炉と考えられる焼土痕が見つかり、竈と
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製塩土器

　 石棒は縄文時代に用いられた男性を象徴する祈りの道具

です。男性の性器を模倣していることから、子孫繁栄や豊

穣を祈るものと考えられています。前期に作られ始め、中

期に大型化します。薪遺跡のものは、頭部の残欠で、頭部

径 19.5 ㎝を測ります。これと同形同大の頭部をもつ完全

な形のもの（頭部径 18.6 ㎝、全長 95.3 ㎝）が、綾部市の

葛禮本神社に現在も子安神として祀られています。
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五徳の上に乗せられた土鍋（上）と室内の炉と台所の竈（下）

舞鶴市志高遺跡の奈良時代の竪穴住居

古 代　 土師器鍋・甕

古墳時代 　土師器甕

３世紀後半に大和王権が誕生し、国としての
まとまりができました。土器を専門に作る人が
誕生したようで、技術の向上が見られます。熱
効率の良い薄くて丸底の土師器の甕が、近畿
中央部を中心に広く流通しはじめます。

およそ��,���年前、土器の発明により縄文
時代が始まります。土器を使うことで食料
を煮ることができるようになり、調理の幅
が広がりました。煮ることによって堅いもの
を柔らかくし、あく抜きもでき、食生活は豊
かになったようです。

�,���年ほど前になると、京都府内にも
米作りが伝わります。米を炊く道具として
新たに甕が使われます。計画的に食料を
生産できることは魅力的だったようで、府
内各地で水田を営むためにムラが誕生し
ました。

縄文土器深鉢

弥生時代　 弥生土器甕

土師器甑

５世紀になると、朝鮮半島の影響を受けて甕
と合わせて使用する蒸し器としての土師器の
甑が登場します（表紙参照）。炊く・煮るという
調理法に加え、蒸す技術が導入されました。

７世紀になると中国の隋・唐の律令制度が日
本に導入され、飛鳥や奈良に都が造営され、各
地に役所が作られます。この頃、調理の方法が
変化したと考えられ、土師器の甕とは別に鍋
が出現します。

中 世   　   鍋・羽釡

鎌倉時代から室町時代前期になると土師質や瓦質
の鍋に加えて、羽釜が使用されるようになります。ま
た、足のついた三足羽釜も一時的に流行します。これ
らは竈や炉で使用しやすいように器形が改良されて
登場したと考えられます。このほか、発掘調査では鉄
の破片しか出土しませんが、絵図から鉄鍋が使われ
ていたことがわかります。
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現在私たちは、台所で鍋やフライパンをコンロにかけておかずを

作り、炊飯器で米を炊いています。それでは、昔の人はどのように調

理していたのでしょうか。ここでは縄文時代から中世にかけて、調理

のためにどのような道具が使われていたかを紹介します。

　調理をするときに使う道具は、縄文時代から土でできた素焼きの
焼き物が使われはじめます。考古学では時代や形によって深鉢、甕、

鍋、羽釜などと呼び分けています。中世以降は土製の鍋に加えて鉄製

の鋳物の鍋なども使われるようになります。

　調理具は、はじめは主に竪穴住居の床面中央付近に造られた炉で使

われていました。古墳時代になると竪穴住居の壁に接して竈が造り付

けられてそこで調理が行われるようになります。一方、表紙の写真の

ように、屋外で使える移動式の竈も出現します。奈良・平安時代以降

も竈が使用され、中世の絵巻物には、室内の炉や台所の竈などが描か

れていて、当時の調理の様子がよくわかります。

変化する調理具（縄文～中世）

〈原本：『慕帰絵詞』　����（正平６・観応２）成立、本願寺蔵〉
（出典：国立国会図書館ウェブサイト　大正９年模写）
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